
１．まちづくり指標の現状

２．外的要因（世論、自然環境、社会動向、民間・ＮＰＯ活動等）

３．めざすべき姿に対する現状評価（まちづくり指標や外的要因等からの評価）
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施策名 災害に強い社会基盤整備を推進する No.16
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国の中央防災会議や県から南海トラフの巨大地震の被害想定が発表され、頻繁にマスメディアにより報道されている。また近年はゲリラ豪
雨などによる被害も各地で発生しており防災についての関心が高まっている。連区や町内会、企業では、防災訓練や防災教室など防災教
育が行われている。
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重要なまちづくりの課題の現状評価シート

重要な
まちづくり
の課題

(めざすべき姿)

災害に強い社会基盤整備が行き届いている 総務部長

危機管理室長

平成27年度年度

責任部長

現状評価 Ａ

主担当課長

避難施設をはじめ、ライフライン・橋梁の耐震化は計画的に着実に整備している。
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４．事務事業群に対する評価（行政活動の評価）
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総合計画推進市民会議による現状評価（※総合計画推進市民会議が発表した「重要なまちづくりの課題（めざすべき姿）の評価書」から転記）

改善傾向

長期成果（事業群①） 長期成果（事業群②） 長期成果（事業群③） 長期成果（事業群④）

評価観点

評価 Ｂ 指標２のうち水道管路の現状値が他と比較して低すぎる。また、指標３も目標値からほど遠い。他の指
標については順調に推移している。

評価

１．長期成果は重要なまちづくりの課題（めざすべき姿）の一歩手前の状態となっており、モレなくダブリなく設定されているか。

２．各事業群の事務事業は、長期成果を達成するのに必要十分であるか。

次年度の
改善計画

評価がＢ・Ｃの場合

標については順調に推移している。

停滞


